
№ 月 日 曜日 啓発内容 団体名 参加人数

1 5月28日 金 人権問題研修　 古賀市新規採用職員 17名

あることと認識されていたのがとても印象的でした。新しい海津木苑もぜひ訪れてみたいです。

○ 海津木苑の建設の際、住民の方々が自分たちの偏見に気づき、建設を受け入れたこと、必要な施設で

♦ ご意見・ご感想

になってくると思う。

ずに学んでいたと思う。過去の古賀では、公害が地区の差別と結びついて大きな問題になったことを知

○ 最初はし尿処理場と人権問題がどう関わっているのか知りませんでした。今回の研修で古賀市の過去

に起こった問題についても学ぶことができ、大変勉強になりました。

せられました。海津木苑が必要不可欠な施設であることを多くの人に知っていただきたいです。

り、広い視野をもつことの大切さを改めて感じた。また、その過去を学び、職員の方が絶対に公害を出

さないようにすると決心している点もすばらしいと思った。

○ においが公害と感じるか、そうでないかは人間の主観によるものでしかなく、公害を生み出さないた

○ 小中高大学で公害や人権問題は学ぶ機会が多々あったが、それらはどれも単独で関係性をあまり感じ

めに並々ならぬ努力をされているのだと感じた。食と排泄の並立、共存というのは今後も重要なテーマ

実際に施設の見学に行 くことで、見方が変わりマイナスイメージをなくすことができました。

〇 必要な施設であることは理解していましたが、マイナスなイメージは拭えなかったです。しかし、

　海 津 木 苑 施 設 等 啓 発

　1. 海津木苑施設等啓発　【実　績】

1. 施設研修（新規採用職員人権問題研修）　５月２８日（金）17名）

〇 初めて海津木苑に行き、どのように処理されているのか、また、排育の大切さについて学び、考えさ

資料.3


